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1

地域の歴史

一
．
土
岐
市
の
陶
業
発
祥
の
地

美
濃
焼
の
始
ま
り
は
、
飛
鳥
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

五
世
紀
頃
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に
須す

恵え

器き

の
製
法
と

と
も
に
「
ろ
く
ろ
」
と
「
穴あ

な

窯が
ま

」
が
伝
わ
り
、
七
世
紀

頃
に
畿
内
か
ら
技
術
を
導
入
し
て
東
美
濃
で
も
須
恵
器

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ろ
く
ろ
を
用
い

て
器
を
つ
く
り
、
そ
の
器
を
窯
で
焼
く
技
術
の
始
ま
り

は
須
恵
器
で
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
技
術
が
変
化

し
て
現
在
の
陶
磁
器
生
産
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
須
恵
器
窯
が
美
濃
焼
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。須

恵
器
が
焼
か
れ
た
美
濃
窯
の
中
で
最
古
の
窯
は
、

乙お
と

塚づ
か

古
墳
の
被
葬
者
が
導
入
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
隠い

ん

居き
ょ

山や
ま

須
恵
器
窯
と
清
安
寺
須
恵
器
窯
で
す
。

ま
た
、
土
岐
市
内
に
は
窯
跡
だ
け
で
な
く
、
古
墳
が

九
十
基
ほ
ど
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
後
期
古
墳
に
属
す
る
六
〜
七
世
紀
の
比
較
的
小

規
模
な
古
墳
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
の
が
乙
塚
古
墳
と

段だ
ん

尻じ
り

巻ま
き

古
墳
で
す
。
ど
ち
ら
も
飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
前

半
）
に
つ
く
ら
れ
た
古
墳
で
あ
り
、
美
濃
焼
の
始
ま
り

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
造
営
さ
れ
て
い
る
た
め
、
隠
居
山
に

須
恵
器
窯
が
つ
く
ら
れ
た
後
、
そ
こ
で
古
墳
の
副
葬
品

な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
．
乙
塚
古
墳
と
段
尻
巻
古
墳

乙
塚
古
墳
、
段
尻
巻
古
墳
と
も
に
、
ヤ
マ
ト
王
権
に

よ
っ
て
各
地
方
の
領
域
再
編
が
進
み
、
後
の
律
令
国
家

へ
と
つ
な
が
る
基
礎
が
築
か
れ
た
時
代
に
造
営
さ
れ
、

ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
る
東
美
濃
地
方
の
支
配
の
様
子
を
考

え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和

十
三
（
一
九
三
八
）
年
十
二
月
十
四
日
に
国
指
定
遺
跡

に
な
り
ま
し
た
。

乙
塚
古
墳
は
美
濃
地
方
最
大
級
の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
大
型
方
墳
で
、
飛
鳥
時
代
に
新
た
に
確
立
し
た
東
美

濃
地
方
（
後
の
刀と

き

支の
こ

評お
り

・
土
岐
郡
）
を
治
め
た
首
長
の

墓
と
し
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、

東
海
地
方
に
し
か
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
装
飾
付
き
須
恵

器
「
須
恵
器
鳥と

り

紐
ち
ゅ
う

蓋ふ
た

」
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

一
方
の
段
尻
巻
古
墳
は
土
岐
市
最
大
級
の
円
墳
で
、

乙
塚
古
墳
の
被
葬
者
が
治
め
た
と
考
え
ら
れ
る
領
域
内

の
他
の
古
墳
と
比
べ
て
も
大
き
く
、
乙
塚
古
墳
に
近
接

す
る
立
地
か
ら
、
乙
塚
古
墳
の
被
葬
者
と
密
接
な
関
わ

美濃焼の重要遺跡が集中する

土岐市泉町

東
濃
地
方
で
生
産
さ
れ
て
い
る
陶
磁
器
「
美
濃
焼
」

は
、
国
内
の
陶
磁
器
生
産
量
の
約
半
数
を
占
め
て
お

り
、
中
で
も
生
産
量
が
最
も
多
い
の
が
土
岐
市
で
す
。

美
濃
焼
の
歴
史
は
長
く
、
誕
生
し
て
か
ら
お
よ
そ
千
四

百
年
が
経
ち
ま
す
。
土
岐
市
泉
町
久く

尻じ

り

に
あ
る
「
土
岐

市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
」
を
起
点
と
し
た
四
〇
〇
〜
五
〇

〇
ｍ
の
範
囲
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
美
濃
焼
に
関
す

る
遺
跡
が
点
在
し
、
長
き
に
わ
た
る
美
濃
焼
の
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（左）国史跡　元屋敷窯（連房式登窯）　（右）重要文化財に指定されている元屋敷東窯・
元屋敷窯出土品（志野茶碗・青織部向付）〈提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉

土岐市泉町「土岐市美濃陶磁歴史館」周辺に位置する
美濃焼関連遺跡
＜出典：国土地理院地理院地図を加工して作成＞

乙塚古墳（保存整備工事後）〈提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉
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り
を
持
つ
有
力
者

一
族
の
墓
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

両
り
ょ
う

袖そ
で

式し
き

の
石
室
内

は
江
戸
時
代
の
再

利
用
に
よ
る
影
響

が
大
き
く
、
礫れ

き

床
し
ょ
う

は
玄
室
内
に
わ
ず

か
に
残
る
の
み
で

し
た
が
、
そ
れ
を

手
が
か
り
に
し
て

復
元
的
整
備
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

副
葬
品
は
ほ
ぼ
失

わ
れ
て
お
り
、
須

恵
器
片
と
土は

師じ

器き

片
、
鉄
製
品
片
が
わ
ず
か
に
出
土
し
た
だ
け
で
し
た
。

た
だ
、
近
畿
地
方
の
古
墳
な
ど
で
出
土
が
知
ら
れ
て
い

る
「
土
師
器
長

ち
ょ
う

頸け
い

壺こ

」
が
岐
阜
県
内
で
初
め
て
発
見
さ

れ
、
被
葬
者
と
近
畿
地
方
と
の
強
い
関
係
性
が
う
か
が

え
る
遺
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
乙
塚
古
墳
の
石
室
は
近
隣
の
窯
の
陶
工

た
ち
に
よ
っ
て
工
房
な
ど
で
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
工
房
と
し
て
の
利
用
が
終
わ
る
と
、
陶
器
づ
く
り

の
神
と
し
て
の
陶
祖
神
や
、
窯
業
原
料
を
も
た
ら
す
山

の
恵
み
を
敬
う
た
め
の
山
神
を
祀ま

つ

っ
た
窯
業
に
関
連
す

る
祈
り
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
祭
事
は
現
在
も
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
か
ら
乙
塚
古
墳
と
段
尻

巻
古
墳
の
史
跡
整
備
事
業
が
土
岐
市
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
で
完
了
。
現
在
、

一
般
見
学
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
．
美
濃
桃
山
陶
の
中
心
窯

　
　「
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
」

十
六
世
紀
後
半
、
安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
茶
の

湯
の
流
行
か
ら
、
茶
の
湯
に
用
い
る
陶
器
「
茶
陶
」
の

世
界
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
茶
の
湯
に
は
茶
碗
や
茶
器
、

花
入
、
水
指
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
用
い
ら
れ
、
茶

人
た
ち
に
よ
り
道
具
の
美
が
追
求
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
全
国
の
窯
場
で
茶
陶
生
産
が
盛
ん
に
な

り
、
美
濃
に
お
い
て
も
新
た
な
や
き
も
の
と
し
て
美
濃

窯
で
つ
く
ら
れ
た
茶
陶
「
美
濃
桃
山
陶
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
美
濃
桃
山
陶
は
歪ゆ

が

ん
だ
形
状
と
、
黄
、
黒
、
白
、

緑
、
赤
と
い
っ
た
鮮
や
か
な
色
彩
が
特
徴
で
あ
り
、
美

濃
焼
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
独
特
の
意
匠
が
生
み
出
さ

れ
た
時
代
で
し
た
。
十
六
世
紀
後
半
に
「
大お

お

窯が
ま

」
に
よ

る
黄き

瀬せ

戸と

、
瀬せ

戸と

黒ぐ
ろ

の
生
産
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
志
野

が
登
場
。
そ
の
後
、
連れ

ん

房ぼ
う

式し
き

登
の
ぼ
り

窯が
ま

が
導
入
さ
れ
、
器
形
・

文
様
・
色
彩
な
ど
多
彩
な
意
匠
を
見
せ
る
織お

り

部べ

が
本
格

的
か
つ
多
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

美
濃
桃
山
陶
の
生
産
の
中
心
地
だ
っ
た
と
さ
れ
る
の

が
元
屋
敷
窯
で
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
年
頃
、
美

濃
陶
祖

　
加
藤
景か

げ

延の
ぶ

が
東
濃
で
初
め
て
築
い
た
連
房
式

登
窯
で
す
。
現
在
も
残
る
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
は
、
こ
の

連
房
式
登
窯
と
大
窯
三
基
（
元
屋
敷
東
一
号
窯
〜
三
号

窯
）
か
ら
な
る
古こ

窯よ
う

跡せ
き

群ぐ
ん

で
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六

七
）
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
現
在
の
岐
阜
県
立
多
治

見
工
業
高
等
学
校
教
諭
の
高
木
康や

す

一か
ず

氏
に
よ
り
、
元
屋

敷
窯
の
調
査
が
行
わ
れ
、
陶
片
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

高
木
氏
は
美
濃
古
窯
や
古
陶
磁
の
研
究
に
没
頭
し
、
高

木
氏
の
研
究
が
現
在
の
美
濃
桃
山
陶
分
類
の
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
の
出
土
品
は
、
土

岐
市
所
蔵
分
二
、
〇
四
一
点
と
多
治
見
工
業
高
等
学
校

所
蔵
分
三
九
〇
点
の
合
計
二
、
四
三
一
点
あ
り
、
平
成

二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
屋
敷
陶
器
窯
で
生
産
さ
れ
た
志
野
・
織
部

は
、
京
や
大
坂
、
堺
な
ど
の
畿
内
の
都
市
遺
跡
を
中
心

に
、
全
国
の
城
館
跡
や
城
下
町
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま

す
。
特
に
京
都
三
条
通
界か

い

隈わ
い

の
中な

か

之の

町
ち
ょ
う

、
福ふ

く

長な
が

町
ち
ょ
う

、
下し

も

白は
く

山さ
ん

町
ち
ょ
う

、
弁べ

ん

慶け
い

石い
し

町
ち
ょ
う

か
ら
、
瀬
戸
黒
、
黄
瀬
戸
、
志
野
、

織
部
の
茶
碗
、
向

む
こ
う

付づ
け

、
鉢
、
水
指
と
い
っ
た
美
濃
桃
山

陶
が
大
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
条
通

界
隈
に
や
き
も
の
を
扱
う
店
舗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
、
商
人
た
ち
が
当
時
の
流
行
を
意
識
し
て
、

好
み
の
意
匠
の
や
き
も
の
を
注
文
し
た
り
す
る
な
ど
、

生
産
地
に
製
品
を
つ
く
ら
せ
、
競
い
合
っ
て
商
売
を
し

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

四
．
美
濃
焼
を
軸
に
し
た

　
　
魅
力
づ
く
り

美
濃
桃
山
陶
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
再
び
評
価
を
浴

び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
き
も
の
研
究
が
全
国
的
に

盛
ん
に
な
っ
た
昭
和
五
十
年
代
、
美
濃
桃
山
陶
を
展
示

す
る
施
設
と
し
て
「
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
」
が
開

館
し
ま
し
た
。
以
来
、
美
濃
桃
山
陶
を
中
心
と
し
た
美

濃
窯
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
美
濃
焼
の
歴
史
を
発
信

し
て
き
た
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
は
、
令
和
九
（
二

〇
二
七
）
年
度
を
目
処
に
新
た
な
博
物
館
に
生
ま
れ
変

わ
る
予
定
で
す
。

新
博
物
館
で
は
元
屋
敷
窯
か
ら
出
土
し
た
約
二
、
四

〇
〇
点
の
美
濃
焼
を
展
示
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
時

代
の
美
濃
焼
や
化
石
標
本
、
古
文
書
な
ど
、
土
岐
市
や

東
濃
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
が
公
開

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
を
実
際

に
触
っ
た
り
、
観
察
し
た
り
で
き
る
エ
リ
ア
や
も
の
づ

く
り
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
美
濃
焼
に
関

す
る
図
書
や
情
報
を
集
め
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
カ
フ
ェ
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
完
成
に
向
け

て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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ト
』

土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　
二
〇
一
七
年

『
史
跡
乙
塚
古
墳
附
段
尻
巻
古
墳
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

土
岐
市

『
土
岐
市
文
化
財
保
存
活
用
拠
点
（
仮
称
）
基
本

　
計
画
　
概
要
版
』

土
岐
市
　
二
〇
二
三
年

三条せと物や町跡（中之町）
出土の茶陶　〈所蔵：京都市、
写真提供：土岐市美濃陶磁
歴史館〉

（左）乙塚古墳出土　須恵器鳥鈕蓋　（右）同古墳石室内部
（整備後）〈提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉

新博物館施設整備イメージ
〈提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉

土岐市美濃陶磁歴史館一時休館記

念展

開館44年収集の軌跡III「挑戦！重

要文化財2,000点並べてみる」

　土岐市が所蔵する重要文化財 「元

屋敷陶器窯跡出土品」 約2,000点が

展示公開されます。

会期 ：令和6年1月7日（日）〜

　　　　　3月31日（日）

※�休館日 ：月曜日 （祝日の場合は開

館）、 祝日の翌日 （ただし、 2月12

日 （月）、 24日 （金）、 3月21日

（木） は開館）

入館料 ：一般200円、 大学生100円

※�団体割引あり。 高校生以下無料、

障がい者手帳 ・医療受給者証 （指

定難病、 小児慢性特定疾病） をお

持ちの方と介助者1名無料。

※�3月20日 （水） ～31日 （日） は無

料。

＜関連イベント＞

ギャラリートーク「京都市立芸大

生が表現した桃山デザイン」

　京都市立芸術大学の学生が桃山陶

に着想を得て制作したアート作品やデ

ザインを展示。

日時 ：令和6年3月3日 （日）

　　　　 14時〜15時半頃

講師 ： �畑中英二氏 （京都市立芸術

大学教授）、 出品作家 （卒業

生） 4名

トークセッション「重要文化財

2,000点、どう料理する」

　重要文化財の価値や新館に向けた

活用の取り組みを発表後、 伊藤氏コー

ディネートによるトークセッション。

場所 ：土岐市文化プラザ　ルナホール

日時 ：令和6年3月17日 （日）

　　　　 13時半〜16時

出演 ： �コーディネーター　伊藤嘉章氏

（愛知県陶磁美術館総長）、

美濃陶磁歴史館学芸員
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地域の治水・利水

美濃焼の生産・輸送と木曽川

お
よ
そ
千
四
百
年
の
長
い
歴
史
を
も
つ
美
濃
焼
は
、

そ
の
時
々
の
需
要
を
巧
み
に
捉
え
な
が
ら
、
製
品
の
種

類
や
出
荷
先
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
安
土
桃
山
時
代
～

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
「
美
濃
桃
山
陶
」
の
出
荷
先

は
京
都
や
大
坂
が
中
心
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
、

十
九
世
紀
に
入
っ
て
新
た
に
磁
器
生
産
が
始
ま
る
と
、

京
都
や
大
坂
か
ら
江
戸
へ
と
出
荷
の
中
心
地
が
移
り
、

さ
ら
に
は
全
国
各
地
に
流
通
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

時
代
に
も
、
そ
の
輸
送
に
は
木
曽
川
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。

安土桃山時代～江戸時代初期に美濃焼を輸送する際、利用されたと推測
される兼山湊跡　〈提供：可児市観光協会〉

久尻窯の由来が記された「窯元祖由緒記」（部分）
〈提供：多治見市図書館郷土資料室〉

美濃古窯分布図　〈出典：『お茶と美濃焼』の図に加筆〉

一
．
美
濃
桃
山
陶
生
産
と

　
　
木
曽
川
の
水
運

室
町
時
代
、
「
茶
の
湯
」
の
広
ま
り
と
と
も
に
美
濃

窯
で
は
天て

ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

や
茶ち

ゃ

入い
れ

が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
安
土
桃
山
時
代
（
十
六
世
紀
後
半
）
に
は

独
自
の
茶
陶
「
美
濃
桃
山
陶
」
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の

生
産
は
美
濃
全
体
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ

の
時
期
に
瀬
戸
か
ら
陶
工
が
移
住
し
て
開
窯
し
た
大お

お

平ひ
ら

（
可
児
市
久く

く々

利り

）
か
ら
久く

尻じ
り

（
土
岐
市
泉
町
）
に
か

け
て
の
一
帯
が
美
濃
桃
山
陶
生
産
の
中
心
地
で
し
た
。

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
年
）、
瀬
戸
陶

祖
藤と

う

四し

郎ろ
う

の
末
流
に
あ
た
る
二
人
の
兄
弟
、
加
藤
景か

げ

豊と
よ

が
大
平
に
、
景か

げ

光み
つ

が
久
尻
に
、
そ
れ
ぞ
れ
瀬
戸
か
ら
移

住
し
窯
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
陶
工
の
移
住
期

と
織
田
信
長
が
美
濃
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
時
期
と
が

重
な
る
た
め
、
美
濃
で
の
開
窯
に
は
信
長
に
よ
る
産
業

保
護
が
一
つ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
兄

弟
は
二
人
と
も
移
住
の
際
に
信
長
の
朱
印
状
を
瀬
戸
か

ら
持
参
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

大
平
・
久
尻
の
あ
る
土
岐
川
以
北
の
地
域
は
、
木
曽

川
の
水
運
を
利
用
し
て
関
西
方
面
へ
物
資
を
出
荷
す
る

の
に
適
し
た
土
地
で
し
た
。
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
地

域
に
窯
が
開
か
れ
、
商
品
価
値
の
高
ま
っ
て
き
た
和
物

の
茶
陶
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
十
七
世
紀
初
頭
に

は
美
濃
最
古
の
連れ

ん

房ぼ
う

式し
き

登
の
ぼ
り

窯が
ま

と
さ
れ
る
元
屋
敷
窯
で
青

織お
り

部べ

、
黒
織
部
な
ど
最
盛
期
の
織
部
が
量
産
さ
れ
、
増

大
す
る
茶
陶
の
需
要
に
応
え
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
茶
陶
の
出
荷
に
は
、
木
曽
川
の
兼か

ね

山や
ま

湊
み
な
と

（
可
児
市
兼
山
）
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶
陶
を
生
産
し
た
窯
は
こ
の
湊
か

ら
近
い
土
岐
川
以
北
の
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
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■
参
考
文
献

『
美
濃
陶
祖
伝
』

土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　
二
〇
一
六
年

『
お
茶
と
美
濃
焼
』

土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　
二
〇
一
七
年

『
瀬
戸
物
と
し
て
売
ら
れ
た
美
濃
焼
』

土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　
二
〇
一
八
年

『
妻
木
の
熊
谷
吉
兵
衛
』

土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
　
二
〇
二
二
年

大
陶
商
を
支
え
た
妻
木
の
熊
谷
吉
兵
衛

熊く
ま

谷が
い

吉き
ち

兵べ

衛え

は
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
、
土
岐

郡
妻
木
村
（
現
在
の
土
岐
市
妻
木
町
）
で
窯
焼
き
を
営

む
家
に
生
ま
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
多
治
見

の
大
陶
商
「
西
浦
屋
」
を
支
え
た
人
物
で
す
。
吉
兵
衛

が
生
ま
れ
た
の
は
、
美
濃
で
磁
器
生
産
が
始
ま
り
、
江

戸
で
の
需
要
増
大
に
よ
り
生
産
量
が
増
加
し
た
頃
。
吉

兵
衛
は
十
六
歳
で
西
浦
屋
に
奉
公
に
出
ま
し
た
。

弘こ
う

化か

三
（
一
八
四
六
）
年
、
西
浦
屋
は
大
坂
の
西
横

堀
瀬
戸
物
町
に
支
店
を
構
え
、
翌
年
に
は
江
戸
に
も
支

店
を
構
え
て
、
多
治
見
本
店
を
含
め
た
三
店
舗
で
全
国

へ
美
濃
焼
を
流
通
さ
せ
る
販
売
網
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
の
三
店
舗
体
制
を
つ
く
り
上
げ
た
の
が
、
三
代
目
の

西
浦
円
治
と
補
佐
役
の
熊
谷
吉
兵
衛
で
し
た
。
西
浦
屋

は
江
戸
店
の
命
運
を
吉
兵
衛
に
託
し
、
支
配
人
と
し
て

江
戸
へ
派
遣
。
吉
兵
衛
は
当
時
、
数
え
で
三
十
四
歳
で

し
た
。
吉
兵
衛
は
家
族
を
伴
い
、
江
戸
へ
移
住
、
江
戸

店
の
支
配
人
を
務
め
な
が
ら
、
西
浦
屋
の
大
番
頭
と
し

て
三
店
舗
に
目
を
配
り
、
全
国
に
美
濃
焼
を
流
通
さ
せ

る
販
売
網
を
作
り
ま
し
た
。
吉
兵
衛
は
才
知
と
情
味
を

兼
ね
備
え
た
実
力
者
で
あ
り
、
西
浦
屋
は
維
新
前
後
の

混
乱
期
も
吉
兵
衛
の
采
配
で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
い
ま
す
。

伝熊谷吉兵衛肖像写真

〈提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉

ま
た
当
時
兼
山
湊
を
支
配
し
発
展
さ
せ
た
の
は
、
織
田

信
長
の
家
臣
で
こ
の
湊
の
近
く
に
立
地
す
る
金
山
城
を

拠
点
と
し
た
森
氏
で
し
た
。

二
．
磁
器
生
産
が
始
ま
り
、

　
　
全
国
へ
出
荷

瀬
戸
陶
工
の
美
濃
移
住
に
よ
っ
て
土
岐
市
の
陶
業
は

画
期
的
な
進
歩
を
遂
げ
、
隆
盛
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た

が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
茶
事
用
な
ど
の
上
級
品
の

生
産
は
京
都
へ
移
り
、
次
第
に
衰
退
の
時
期
が
訪
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
享

き
ょ
う

和わ

元
（
一
八
〇
一
）
年
に
瀬
戸

で
磁
器
（
＝
新
製
焼
）
の
焼
成
が
始
ま
り
、
隣
接
す
る

美
濃
の
窯
に
も
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
連
房
式
登
窯

な
ど
生
産
設
備
の
開
発
や
製
品
の
種
類
別
に
よ
る
分
業

方
式
が
導
入
さ
れ
て
大
量
生
産
が
実
現
可
能
と
な
り
、

十
九
世
紀
に
入
る
と
、
陶
器
に
代
わ
り
、
安
価
で
堅け

ん

牢ろ
う

な
磁
器
が
全
国
に
普
及
し
て
い
き
ま
す
。
美
濃
桃
山
陶

の
生
産
が
終

し
ゅ
う

焉え
ん

し
た
美
濃
窯
で
は
、
出
荷
先
を
大
都
市

で
あ
る
江
戸
に
移
し
、
徳と

っ
く
り利

や
碗
、
皿
な
ど
の
日
用
品

を
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
美
濃
焼
の
主
な
流
通
ル
ー
ト
は
三
つ
で
し

た
。
一
つ
目
は
、
美
濃
焼
産
地
か
ら
内う

つ

津つ

峠
（
岐
阜
県

多
治
見
市
と
愛
知
県
春
日
井
市
の
境
）
を
経
て
、
下し

た

街か
い

道ど
う

を
名
古
屋
城
下
ま
で
人
馬
で
輸
送
す
る
ル
ー
ト
（
左

図
の
経
路
①
）
。
二
つ
目
は
今い

ま

渡
わ
た
り

街
道
を
通
っ
て
野の

市い
ち

場ば

湊
（
可
児
市
今
渡
）
ま
で
馬
で
運
び
、
川
船
を
使
っ

て
木
曽
川
を
下
り
、
桑
名
湊
（
桑
名
市
）
か
ら
海
船
に

乗
せ
替
え
て
海
上
輸
送
で
江
戸
や
大
坂
に
輸
送
す
る

ル
ー
ト
で
す
（
経
路
②
）
。
木
曽
川
の
積
み
下
げ
は
、

野
市
場
湊
が
最
も
多
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
市
場

湊
の
少
し
上
流
に
あ
る
川か

わ

い合
湊
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
三
つ
目
は
次
章
で
説
明
す
る
妻つ

ま

木ぎ

か
ら
の
ル
ー
ト

（
経
路
③
）
で
し
た
。

天て
ん

保ぽ
う

一
四
（
一
八
四
三
）
年
の
下
街
道
高
山
村
（
土

岐
市
土
岐
津
町
）
の
「
継つ

ぎ

立た
て

荷
物
書か

き

上あ
げ

」
に
よ
る
と
、

木
曽
川
岸
野
市
場
湊
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
一
年
間
の
美

濃
焼
物
の
荷
数
は
、
三
五
〇
〇
駄
で
、
そ
の
う
ち
の
二

〇
〇
〇
駄
が
本ほ

ん

業
ぎ
ょ
う

焼や
き

（
陶
器
）、
一
五
〇
〇
駄
が
新
製

焼
（
磁
器
）、
高
山
村
の
継
ぎ
立
て
は
、
新
製
焼
三

五
〇
駄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
市
場
は
、
江
戸
・
大
坂
を
は
じ
め
、
名

古
屋
、
三
河
、
近
江
、
伊
勢
、
越
前
、
遠
江
、
信

濃
、
甲
斐
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
量
で
は
江
戸
が

圧
倒
的
に
多
く
、
発
掘
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、

瀬
戸
や
美
濃
で
つ
く
ら
れ
た
焼
物
の
多
く
が
江
戸

に
運
ば
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て

は
土
岐
川
以
北
の
久
尻
や
大
平
一
帯
が
中
心
地
で

し
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
中
心
地
が
多
治

見
や
笠
原
（
多
治
見
市
）、
下お

ろ

し石
（
土
岐
市
）
な
ど
の

土
岐
川
以
南
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
美
濃
焼
の
場
合
、

陶
業
地
が
水
上
輸
送
の
基
幹
ル
ー
ト
で
あ
る
木
曽
川
河

岸
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
販
路
拡
大
に
直
接
結
び
つ

い
た
よ
う
で
す
。

三
．
横
行
し
た
「
抜
け
荷
」

下
街
道
を
用
い
た
陸
上
運
送
と
、
今
渡
街
道
を
経
て

木
曽
川
筋
の
湊
か
ら
の
河
川
輸
送
を
使
っ
た
の
は
、
多

治
見
村
や
笠
原
村
な
ど
の
天
領
の
村
々
で
し
た
。
天
保

六
（
一
八
三
五
）
年
に
は
美
濃
焼
物
取
締
規
定
が
で
き
、

美
濃
焼
物
取
締
所
が
開
設
さ
れ
、
天
領
の
村
々
の
美
濃

焼
は
す
べ
て
取
締
所
を
介
し
て
出
荷
さ
れ
る
仕
組
み
が

整
い
ま
し
た
。
多
治
見
村
の
陶
家
、
西
浦
円え

ん

治じ

（
二
代
）

が
初
代
美
濃
焼
物
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

一
方
、
私
領
だ
っ
た
妻
木
村
（
土
岐
市
）
や
釜か

ま

戸ど

村

（
瑞
浪
市
）
は
、
柿
野
（
土
岐
市
鶴
里
町
）
か
ら
越こ

し

戸ど

や
挙こ

ろ

母も

（
豊
田
市
）
ま
で
を
人
馬
で
輸
送
し
、
そ
の
後
、

川
船
で
矢
作
川
を
下
り
、
河
口
の
鷲わ

し

塚づ
か

（
碧
南
市
）
・

平へ
い

坂さ
か

（
西
尾
市
）
か
ら
渡
海
船
で
江
戸
な
ど
へ
海
上
輸

送
す
る
ル
ー
ト
を
用
い
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
領
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
が
妻
木
村
の

製
品
に
混
ぜ
ら
れ
て
密
か
に
こ
の
ル
ー
ト
で
輸
送
さ
れ

る
こ
と
が
横
行
し
た
た
め
、
西
浦
円
治
は
取
締
規
定
に

よ
っ
て
、
こ
の
輸
送
を
禁
止
し
、
「
抜
け
荷
」
と
し
て

取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
取
締
規
定
が
で
き
て

か
ら
新
た
に
運う

ん

上
じ
ょ
う

金き
ん

が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
窯
元

も
仲
買
も
負
担
が
増
加
し
、
こ
れ
を
逃
れ
る
た
め
の
手

段
が
抜
け
荷
で
あ
っ
た
た
め
、
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ

れ
て
も
な
お
、
抜
け
荷
が
止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
抜
け
荷
の
方
法
は
大
胆
か
つ

巧
妙
に
な
っ
て
い
き
、
抜
け
荷
の
取
り
締
ま
り
強
化
が

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
（
一
八
六
一
）
年
に
は
矢
作
川
で
の
焼
物
積

み
下
げ
が
差
し
止
め
と
な
り
、
妻
木
村
の
製
品
も
尾
張

藩
の
御お

蔵く
ら

物
に
組
み
込
ま
れ
て
、
名
古
屋
城
下
堀
川
へ

の
陸
上
輸
送
や
木
曽
川
筋
へ
の
積
み
下
げ
ル
ー
ト
を
使

用
す
る
こ
と
に
定
ま
り
ま
し
た
。

江戸で消費された瀬戸美濃磁器
（東京都新宿区南町遺跡から出土）
〈所蔵：新宿区教育委員会、
写真提供：土岐市美濃陶磁歴史館〉

江戸時代の美濃焼輸送経路
〈出典：『妻木の熊谷吉兵衛』の図を抜粋〉
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歴史記録

木
曽
三
川
に
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
と
呼
ば
れ
る
、
川
幅

に
比
べ
て
非
常
に
長
い
水
制
が
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
制
は
、
わ
が
国
で
は

あ
ま
り
例
が
な
く
、
淀
川
、
旭
川
、
吉
野
川
に
見
ら
れ

る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
招
聘
さ
れ
た
技

師
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
航
空
写
真
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ
イ
ン
川
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う

な
水
制
が
全
川
に
わ
た
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
制
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
河
道
の
水
理
学
的
な
観
点
か
ら
水
制

の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
の
水
制
群

木
曽
川
で
は
、
明
治
時
代
の
改
修
に
よ
り
百
三
十
も

の
水
制
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高こ

う

水す
い

敷じ
き

の
造

成
、
低
水
護
岸
の
整
備
に
よ
る
水
制
の
撤
去
、
砂
利
採

取
や
上
流
域
で
の
ダ
ム
や
砂
防
施
設
の
建
設
に
よ
る
河

床
低
下
な
ど
に
よ
る
水
制
の
被
災
・
流
失
な
ど
に
よ
り
、

水
制
の
設
置
数
が
減
少
し
、
現
在
、
約
百
十
一
の
水
制

が
現
存
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

一
方
、
多
数
の
大
規
模
水
制
が
残
っ
て
い
る
木
曽
川

と
長
良
川
の
背
割
堤
部
で
は
、
水
制
間
に
土
砂
が
堆
積
・

樹
木
群
が
繁
茂
し
て
、
水
制
間
に
ワ
ン
ド
や
ク
リ
ー
ク

な
ど
の
水
域
が
形
成
さ
れ
、
貴
重
な
河
川
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）
。
ま
た
、
揖
斐
川
の
中
流
域
で
は
、

治
水
目
的
の
河
積
拡
大
対
策
に
よ
る
高
水
敷
の
掘
削
に

よ
っ
て
、
埋
没
し
て
い
た
大
規
模
な
水
制
が
露
出
し
ま

し
た
。

水
制
は
、
古
来
よ
り
川
の
流
れ
を
制
御
し
利
用
す
る

技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
河
川
構
造
物
で
す
。
古

く
は
弥
生
時
代
か
ら
、
杭く

い

・
矢
板
で
作
ら
れ
た
井い

堰せ
き

が

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
川
の
水
を
導
く
た
め

の
水
制
的
な
役
割
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
猿さ

る

尾お

と
呼
ば
れ
る
、
堤
防
を
保
護
す
る
目

的
や
導
水
を
目
的
と
す
る
河
岸
構
造
物
（
水
制
）
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
デ
・
レ
イ
ケ
ら
の
河
川
技
術
者
を
雇
い
入
れ
て
治

水
技
術
を
導
入
し
、
全
国
で
大
規
模
な
水
制
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

二
．
木
曽
川
の
明
治
改
修

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、
日
本
政
府
は
主
要
河
川

の
整
備
な
ど
を
進
め
る
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
土
木
技

師
を
招
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
、
エ
ッ

セ
ル
、
チ
ッ
セ
ン
、
デ
・
レ
イ
ケ
ら
の
技
術
者
が
淀
川

の
工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年

に
は
淀
川
全
川
の
測
量
を
約
一
年
に
わ
た
っ
て
実
施

し
、
翌
年
に
は
淀
川
左
岸
将

し
ょ
う

基ぎ

島じ
ま

地ち

先さ
き

で
ケ
レ
ッ
プ
水

制
が
試
験
的
に
施
工
さ
れ
、
翌
年
よ
り
淀
川
修
築
工
事

が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
以
降
の
工
事
は
デ
・
レ
イ
ケ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、

淀
川
修
築
工
事
は
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
一

旦
の
竣

し
ゅ
ん

功こ
う

を
見
ま
し
た
（
図
３
）
。

そ
の
後
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
木
曽
川

の
整
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の

過
程
を
木
曽
三
川
歴
史
文
化
資
料
編
集

木曽三川のケレップ水制　第一編

明治改修におけるケレップ水制

図２　木曽川のケレップ水制が生み出した河川景観

図１　木曽三川下流部に現存する水制の設置状況
〈出典：木曽川下流河川事務所「木曽川の水制」の図を加工して作成〉
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検
討
会
か
ら
引
用
し
ま
す
（
『K

IS
S

O

』V
o
l. 8

4

）
。

明
治
改
修
事
業
は
、
第
一
～
四
期
工
事
で
明
治
二
十

（
一
八
八
七
）
年
か
ら
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
の
二
十

五
年
間
を
要
し
ま
し
た
。
当
初
計
画
に
対
し
て
十
五
年

延
伸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
第
一
期
工
事

　 

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
～
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
木
曽
川
に
限
り
、

河
口
導
流
堤
の
築
堤
・
河
口
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

後
、
上
流
の
築
堤
・
浚
渫
を
実
施
し

た
。

○
第
二
期
工
事

　 

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
～
三
十

二
（
一
八
九
九
）
年
三
川
分
流
を
目

指
す
。
木
曽
川
の
残
事
業
と
木
曽
長

良
の
背
割
堤
・
長
良
川
筋
の
支
川
締

切
・
油

あ
ぶ
ら

島じ
ま

の
締
め
切
り
を
終
え
、
三

川
分
流
が
完
成
し
た
。

○
第
三
期
工
事

　 

明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
～
三
十

八
（
一
九
〇
五
）
年
揖
斐
川
筋
の
三

川
改
修
工
事
と
船
頭
平
閘こ

う

門も
ん

が
完
成

し
た
（
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）

年
）
。

○
第
四
期
工
事

　 

明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
～
四
十

四
（
一
九
一
一
）
年
揖
斐
川
河
口
導

流
堤
の
築
堤
・
ケ
レ
ッ
プ
水
制
工
事

の
竣
工
と
な
る
。

三
．
低
水
路
計
画
と

　
　
ケ
レ
ッ
プ
水
制

こ
の
よ
う
に
治
水
対
策
と
し
て
の
大
規
模
な
難
工
事

を
進
め
る
と
と
も
に
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
悪
水
（
輪
中

内
の
排
水
）
対
策
と
舟
運
路
維
持
の
た
め
の
低
水
路
計

画
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

彼
の
母
国
オ
ラ
ン
ダ
で
も
、
ラ
イ
ン
川
の
舟
運
を
維

持
す
る
た
め
の
河
道
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
木
曽
川
の
改
修
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う

に
指
導
を
し
ま
し
た
。

・ 

堤
内
地
の
排
水
を
妨
げ
て
い
る
の
は
、
河
床
に
堆
積

し
た
土
砂
で
あ
り
、
こ
の
土
砂
を
排
除
す
る
方
法
は
、

上
流
山
地
の
砂
防
事
業
が
有
効
。

・ 

舟
運
路
確
保
の
た
め
の
低
水
路
計
画
は
、
三
川
を
完

全
分
離
す
る
こ
と
で
、
流
水
の
流
れ
で
土
砂
を
海
ま

で
運
ぶ
こ
と
。

明
治
改
修
計
画
に
お
け
る
計
画
高
水
流
量
は
七
，
四

〇
〇
㎥／ｓ
、
幅
は
五
五
〇
～
八
五
〇
ｍ
と
す
る
の
に
対
し
、

低
水
路
流
量
は
、
木
曽
川
に
お
い
て
土
砂
が
堆
積
す
る

こ
と
な
く
下
流
に
流
す
た
め
の
河
川
流
量
と
し
て
、
一

二
二
㎥／ｓ
と
し
ま
し
た
（
現
況
は
一
三
〇
㎥／ｓ
）。
そ
の
深
さ

は
一
・
二
～
一
・
五
ｍ
、
幅
は
一
三
六
ｍ
～
河
口
部
で

三
四
六
ｍ
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
低
水
路
計
画
を
維
持
す
る
た
め
に
大
規
模
な
水

制
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
水
制
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で

K
rib

と
い
う
「
水
制
」「
防
波
堤
」
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
が
ケ
レ
ッ
プ
水
制
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
構
造
的
に
は
、
流
れ
の
強
さ
か
ら
粗そ

朶だ

沈ち
ん

床
し
ょ
う

に
表

面
を
玉た

ま

石い
し

で
補
強
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
構
造

は
図
４
（
「
柴さ

い

工こ
う

水み
ず

刎は
ね

の
図
面
」
）
に
示
す
よ
う
な
も

の
で
す
。
水
制
の
先
端
は
加
速
さ
れ
た
流
れ
に
よ
っ
て

洗
掘
さ
れ
る
た
め
、
流
心
に
向
か
っ
て
高
さ
を
低
く
し
、

さ
ら
に
先
端
に
は
流
れ
に
平
行
な
粗
朶
沈
床
を
用
い
た

護
床
工
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

水
制
の
水
理
的
機
能
は
、
粗
度
機
能
と
水み

ず

刎は

ね
機
能

の
み
で
、
粗
度
機
能
は
、
水
流
に
対
し
て
粗
度
要
素
と

な
り
、
流
速
を
減
少
さ
せ
る
機
能
、
水
刎
ね
機
能
は
、

水
流
に
対
し
て
直
接
障
害
物
と
な
り
、
水
流
の
方
向
を

変
化
さ
せ
る
機
能
で
す
。

ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
利
用
し
て
、
河

岸
付
近
の
流
勢
を
弱
め
て
河
岸
付
近
の
河
床
の
洗
掘
を

防
ぎ
、
土
砂
の
沈
殿
を
促
し
て
堤
防
護
岸
の
安
全
を
図

る
こ
と
、
水
流
の
方
向
を
変
え
さ
せ
て
、
水す

い

衝
し
ょ
う

部ぶ

（
河

川
の
湾
曲
部
な
ど
で
水
の
流
れ
が
強
く
当
た
る
箇
所
）

の
固
定
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
、
低
水
路
の
幅
や
水
深

を
維
持
さ
せ
る
こ
と
等
の
目
的
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
明
治
改
修
計
画
図
に
見
る

　
　
ケ
レ
ッ
プ
水
制

明
治
改
修
計
画
平
面
図
に
は
、
堤
防
法
線
と
と
も
に
、

ケ
レ
ッ
プ
水
制
と
低
水
路
法
線
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

図
５
に
河
口
付
近
に
お
け
る
そ
の
一
部
を
示
し
ま
す
。

堤
防
法
線
、
低
水
路
法
線
及
び
水
制
を
赤
い
線
で
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
に
は
改
修
前
の
旧
河
道
と
輪
中
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
源げ

ん

緑ろ
く

、
横よ

こ

満ま

蔵く
ら

、
葭よ

し

ヶが

須す

、
加か

路ろ

戸と

の

名
前
が
見
え
、
先
述
の
木
曽
川
河
口
付
近
の
工
事
の
足

跡
が
見
て
取
れ
ま
す
。

図
に
描
か
れ
た
低
水
路
幅
は
約
二
四
〇
ｍ
と
読
め
ま

す
。
低
水
路
は
旧
河
道
に
沿
う
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
部

分
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
低
水
路
計
画

に
お
い
て
は
で
き
る
だ
け
現
地
形
を
生
か
そ
う
と
し
た

意
図
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
を
補
強
す
る
た
め
に
水

制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
低
水
路
を
固
定
し
、

土
砂
を
押
し
流
す
流
速
と
舟
運
を
確
保
す
る
た
め
の
水

深
を
維
持
す
る
よ
う
に
、
ま
た
適
度
に
蛇
行
す
る
よ
う

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

図３　淀川（城北地区）の水制群
〈出典：国土地理院撮影の空中写真（2017年4月14日撮影）を
加工して作成〉

図４　柴工水刎（ケレップ）の図面
〈出典：国立国会図書館（国立国会図書館デジタルコレクション）
『土木工要録』（内務省土木局編）〉

図５　明治改修計画平面図から（河口付近）
〈出典：木曽川文庫所蔵の図を加工して作成〉
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れ
と
反
対
側
の
背
割
堤
付
近
で
は
、
こ
の
区
間
の
前
後

に
長
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
が
置
か
れ
る
だ
け
で
、
水
制
間

の
間
隔
が
大
き
く
空
い
て
い
ま
す
。
湾
曲
の
凸
部
で
は

少
な
い
水
制
で
流
れ
を
制
御
で
き
る
と
考
え
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
在
こ
の
区
間
で
は
様
相
が
変
わ
り
、

左
岸
側
は
高
水
敷
化
し
て
水
制
は
埋
没
し
、
右
岸
側
に

は
多
く
の
水
制
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
上
流
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
旧
河
道
の
堤
防
が
新
木
曽
川
の
河

道
を
斜
め
に
横
切
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
堤
防
は
現
在
で
も
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
干
潮
時
に

は
姿
を
現
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
現
在
の
馬ま

飼か
い

頭と
う

首し
ゅ

工こ
う

（
二

六
ｋ
付
近
）
の
下
流
に
あ
た
る
二
〇
ｋ
～
二
四
・
六
ｋ

付
近
の
平
面
図
を
示
し
ま
す
（
図
８
）
。

こ
れ
に
は
木
曽
川
と
長
良
川
が
示
さ
れ
て
お
り
、
両

■
参
考
文
献

『
日
本
水
制
工
論
』

眞
田
秀
吉
　
岩
波
書
店
　
一
九
三
二
年

『
土
木
工
要
録
』

内
務
省
土
木
局
編
　
有
隣
堂

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年

『
感
潮
域
に
整
備
さ
れ
た
大
規
模
水
制
周
辺
の
流

　
れ
と
洗
掘
発
生
機
構
に
関
す
る
研
究
』

伊
藤
猛
　
名
古
屋
工
業
大
学
博
士
論
文

二
〇
一
六
年

『
明
治
改
修
計
画
平
面
図
』（
木
曽
川
文
庫
蔵
）

一
方
、
河
口
近
く
で
は
、
土
砂
の
流
送
を
導
流
堤
に

沿
っ
て
流
す
よ
う
に
直
線
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
複
断
面
河
道
の
よ
う
に
低
水
路
が
深
く

造
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
澪み

お

筋す
じ

の
固
定

化
と
主
流
路
の
幅
を
狭
め
る
効
果
を
期
待
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
河
口
付
近
の
こ
れ
ら
の
水
制
は

す
べ
て
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
口
付
近
で
は
、
潮

ち
ょ
う

汐せ
き

の
影
響
が
大
き
く
、
低
水
路
の
維
持
は
困
難
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過
去
の
流
況
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
干
潟
の
形
成
に
寄
与
し
た
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
干
潟
の
再
生
を
目
的
と
し
て
水
制
の
設

置
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
水
制
長
は
当
時
の
ケ

レ
ッ
プ
水
制
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
短
い
も
の
で

す
（
図
６
）
。

次
に
、
船
頭
平
閘
門
よ
り
上
流
の
一
三
・
二
ｋ
～
二

〇
ｋ
付
近
の
平
面
図
を
見
て
み
ま
す
（
図
７
）
。

木
曽
川
の
河
道
は
緩
や
か
に
蛇
行
し
て
い
ま
す
が
、

描
か
れ
た
低
水
路
法
線
は
河
道
法
線
と
平
行
で
は
な
く

位
相
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
低
水
路
を

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
出
水
（
大
雨
等
で
河
川
の

流
量
が
増
え
る
こ
と
）
に
対
し
て
河
道
が
安
定
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
制
に
よ
っ
て
低
水
路
を
固

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
左
岸
側
の
堤
防
ま
で
の

距
離
が
短
く
な
る
一
四
・
二
ｋ
～
一
六
・
六
ｋ
の
区
間

で
は
水
制
を
密
に
設
置
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
こ

河
川
の
低
水
路
法
線
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
背
割
堤
に

沿
っ
て
木
曽
川
側
に
非
常
に
密
な
間
隔
で
水
制
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
木
曽
川
が
湾
曲
し
な
が

ら
背
割
堤
に
衝
突
す
る
水
衝
部
に
あ
た
る
た
め
、
堤
防

保
護
の
観
点
か
ら
間
隔
を
狭
め
て
設
置
し
よ
う
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

水
制
周
り
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
水
制
の
流
下
方
向

の
間
隔
と
水
制
長
と
の
比
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

区
間
よ
り
下
流
で
は
、
水
制
間
隔
ｓ
と
水
制
長
Ｌ
の
比

ｓ
／
Ｌ
が
、
例
外
は
あ
り
ま
す
が
概

お
お
む

ね
一
・
〇
～
二
・

〇
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
ｓ
／
Ｌ
が
〇
・

五
～
一
・
〇
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ｓ
／
Ｌ
が
大
き

い
と
、
出
水
時
に
順
流
が
水
制
間
に
入
り
込
み
ま
す
が
、

ｓ
／
Ｌ
が
こ
れ
だ
け
小
さ
い
と
、
水
制
間
の
流
れ
は
水

制
に
よ
る
は
く
離
流
れ
の
範
囲
に
収
ま
り
、
水
制
間
に

速
い
流
れ
が
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
明
治
改
修
計
画
に
見
ら
れ
た
木
曽
川
の
ケ

レ
ッ
プ
水
制
の
設
置
目
的
と
設
置
状
況
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
水
制
の

現
況
を
み
な
が
ら
、
水
制
の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図６　明治改修計画の水制（赤い線）と現在の水制の比較
〈出典：国土地理院撮影の空中写真（2020年9月5日撮影）
を加工して作成〉

図７　明治改修計画平面図から（船頭平閘門より上流13.2k～20k付近）〈出典：木曽川文庫所蔵の図を加工して作成〉

図８　明治改修計画平面図から（馬飼頭首工の下流20k～24.6k付近）
〈出典：木曽川文庫所蔵の図を加工して作成〉



8

研究資料

木曽川と川島 ～大河の流れと共に生きて～
各務原市木曽川文化史料館　社会教育指導員　鷲見隆司

長
野
県
木き

曽そ

郡
木き

祖そ

村
の
鉢は

ち

盛も

り

山
（
二
四
四
六
ｍ
）

南
方
を
水
源
と
し
、
濃
尾
平
野
を
貫
流
す
る
木
曽
川
は
、

流
域
面
積
九
一
〇
〇
㎢
（
日
本
第
五
位
）、
幹
川
流
路
延

長
二
二
九
㎞
（
日
本
第
七
位
）
を
誇
る
日
本
有
数
の
大

河
で
す
。

旧
岐ぎ

阜ふ

県
羽は

島し

ま

郡
川か

わ

島し

ま

町
は
、
木
曽
川
の
中
州
に
あ

り
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
各か

か

み

が

は

ら

務
原
市
と
合
併

す
る
ま
で
、
単
独
の
市
町
村
で
全
域
が
川
に
囲
ま
れ
て

い
る
全
国
で
唯
一
の
自
治
体
で
し
た
。

そ
れ
で
は
川
島
の
人
々
は
、
大
河
木
曽
川
の
中
州
に

あ
る
と
い
う
特
殊
な
地
理
的
条
件
（
参
考
：
図
１
）
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

木
曽
川
と
川
島
の
人
々
の
歴
史
を
紐ひ

も

解
き
ま
す
。

一
．
姿
を
変
え
る
木
曽
川

①
木
曽
三
十
六
流

木
曽
川
は
木
曽
谷
を
通
り
、
山
間
の
幅
狭
い

谷
底
を
勢
い
よ
く
流
れ
、
犬い

ぬ

山や
ま

城
下
を
過
ぎ
る

と
平
地
部
の
流
れ
と
な
っ
て
扇
状
地
を
つ
く
り

乱
流
し
て
い
ま
し
た
。
平
地
部
で
は
流
路
は
奔

放
自
在
の
流
れ
と
な
り
、
濃
尾
平
野
一
帯
を
網

の
目
の
よ
う
に
流
れ
、
木
曽
三
十
六
流
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

河
川
の
名
称
は
、
古
代
よ
り
吉
蘇
川
・
岐
蘇

川
な
ど
の
異
字
の
他
、
場
所
に
よ
り
、
広ひ

ろ

野の

川
・
鵜う

沼ぬ
ま

川
・
境

さ
か
い

川
・
墨す

の

俣ま
た

川
・
美み

濃の

川
・
尾お

張わ
り

川
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
木
曽
川
と
呼

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
四

（
一
五
八
六
）
年
の
大
洪
水
の
あ
と
、
流
路
が

安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
洪
水
の
た
び
に
河
道
が
変
遷
し
、
大
河

の
面
目
を
整
え
る
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
島
地
域
は
『
倭わ

名
み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

鈔
し
ょ
う

』（
九
三
一
年
～

九
三
八
年
）
に
あ
る
尾
張
国
葉は

栗ぐ
り

郡
五
郷
（
葉

栗
・
河か

わ

沼ぬ

・
大お

お

毛け

・
村む

ら

国く
に

・
若わ

か

栗く
り

）
の
う
ち
、

河
沼
郷
に
あ
た
り
ま
す
。
文
字
通
り
、
河
と
沼

が
多
い
地
域
で
し
た
。

②
天
正
の
大
洪
水

天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
六
月
二
十
四
日

の
大
洪
水
に
よ
り
、
木
曽
川
の
流
路
は
大
き
く

変
化
し
、
ほ
ぼ
現
状
の
河
道
を
形
成
し
ま
し

た
。
尾
張
国
葉
栗
・
中な

か

島し
ま

・
海か

い

西さ
い

の
三
郡
は
立
ち
割
ら

れ
、
一
二
〇
か
村
は
木
曽
川
の
右
岸
と
な
り
ま
し
た
。

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

は
、
こ
の
新
河
道
を
も
っ
て
濃
尾
の
国
境

と
定
め
、
五
万
三
百
余
石
を
美
濃
国
に
編
入
し
ま
し
た
。

美
濃
国
に
分
割
さ
れ
た
葉
栗
郡
の
六
十
か
村
は
、
在
来

の
「
葉
」
の
字
を
改
め
て
「
羽
栗
」
と
し
、
尾
張
に
残

さ
れ
た
地
域
は
、
在
来
の
「
葉
栗
」
の
ま
ま
と
し
て
区

別
し
ま
し
た
。
川
島
も
こ
の
と
き
、
美
濃
国
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。

天
正
の
大
洪
水
以
降
、
尾
張
側
に
は
、
壮
大
堅け

ん

牢ろ
う

な

長
さ
十
二
里
に
わ
た
る
御お

囲
か
こ
い

堤
づ
つ
み

と
称
す
る
大
堤
防
が
築

造
さ
れ
ま
し
た
。
川
島
は
、
木
曽
川
の
中
州
と
な
り
、

こ
れ
以
降
洪
水
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
江
戸
時
代
の
大
洪
水
は
、
一
五
〇
余
回
に
及
び
ま

し
た
。二

．
暴
れ
川
「
木
曽
川
」
と
の
戦
い

①
築つ

き

捨す
て

堤
づ
つ
み

（
尻し

り

無な
し

堤
づ
つ
み

）

川
島
の
人
々
は
、
洪
水
か
ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め

各務原大橋から見た木曽川（川島地域）

図１　明治時代の川島村（明治二十四年国土地理院地図より作成）
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三
．
大
河
の
流
れ
と
共
に
生
き
て

①
渡
船
場

川
に
囲
ま
れ
た
川
島
地
域
に
あ
っ
て
は
、
対
岸
に
行

く
に
は
舟
を
使
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
大
正
期
に
は
、
松ま

つ

倉く
ら

（
牛う

し

子こ

）、
河こ

う

田だ

、
小こ

網あ
み

（
神し

ん

明め
い

）、
大お

お

野の

、
笠か

さ

田だ

（
梅う

め

木の
き

）、
渡

わ
た
り

の
六

か
所
に
渡
船
場
（
渡
し
：
写
真
３
）
が
あ
り
ま
し
た
。

洪
水
が
起
こ
る
と
、
渡
船
場
の
位
置
も
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
架
橋
に
よ
り
、
徐
々
に
渡
船
場
は
廃
止

さ
れ
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
八
月
の
川
島

大
橋
の
完
成
も
っ
て
、
全
て
の
渡
船
場
は
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
川
島
地
域
の
生
業

度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
、
農
地
が
荒
れ
果
て
、
ま
た
、

砂
質
土
壌
で
あ
っ
た
川
島
地
域
で
は
、
水
田
を
作
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
多
く
が
畑
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
農
業
を
専
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

男
は
木
曽
川
で
の
漁
業
や
石
採
り
な
ど
の
舟
仕
事
、
女

は
養
蚕
・
機
織
り
を
昔
か
ら
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

に
、
築
捨
堤
（
図
２
）
と
呼
ば
れ
る
堤
防
を
築
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
集
落
が
あ
る
高
い
と
こ
ろ
か
ら
下
流
に

向
か
っ
て
左
右
に
広
が
る
二
辺
に
の
み
堤
防
を
築
く
も

の
で
、
三
角
形
の
底
辺
に
当
た
る
下
流
側
に
は
堤
防
が

あ
り
ま
せ
ん
。
故
に
尻
無
堤
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
島
付
近
の
木
曽
川
の
傾
斜
が
比
較
的
急

な
こ
と
（
東
高
二
四
ｍ
、
西
低
一
三
・
五
ｍ
）
を
利
用

し
た
独
特
の
堤
防
で
、
水
が
集
落
内
に
侵
入
し
て
も
長

く
留
ま
ら
ず
、
下
流
側
か
ら
排
水
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水
の
場
合
は
、
下
流
か
ら

徐
々
に
湛た

ん

水す
い

し
ま
し
た
が
、
流
勢
は
比
較
的
弱
く
、
家

屋
へ
の
浸
水
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
畑
は
浸
水
で
荒
れ
ま
す
が
、
反
面
、
自
然
の
恵

と
し
て
肥ひ

沃よ
く

な
土
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
度
も
襲
い
来
る
洪
水
に
よ
っ
て
、

築
捨
堤
は
よ
く
切
れ
ま
し
た
。
堤
防
が
切
れ
た
場
所
に

は
、
再
び
水
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
水
神
さ
ま
（
写
真
１
）
が
祀ま

つ

ら
れ
ま
し
た
。

②
ご
ん
ぼ
積
み

ご
ん
ぼ
積
み
（
写
真
２
）
と
は
、
細
長
い
丸
石
を
積

み
上
げ
た
石
垣
で
、
ゴ
ボ
ウ
を
束
ね
た
断
面
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
築
捨
堤
で
は
、

下
流
か
ら
悪
水
が
入
る
の
で
、
家
屋
は
こ
の
ご
ん
ぼ
積

み
の
石
垣
に
よ
っ
て
守
ら
れ
ま
し
た
。

ご
ん
ぼ
積
み
で
は
、
石
垣
と
家
屋
を
強
固
に
す
る
た

め
、
石
垣
の
直
上
に
家
屋
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
連
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
垣
と
建

物
壁
面
が
そ
ろ
っ
た
風
情
の
あ
る
路
地
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。

③
木
曽
川
上
流
改
修
工
事

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
幾
度
も
大
洪
水
に
苦
し

め
ら
れ
て
き
た
人
々
の
嘆
願
運
動
が
実
り
、
木
曽
川
上

流
改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

川
島
地
域
の
工
事
で
は
、
木
曽
川
に
流
れ
込
む
多
く

の
支
流
を
締
め
切
っ
て
、
本ほ

ん

川せ
ん

、
北き

た

派は

川せ
ん

、
南

み
な
み

派は

川せ
ん

の

三
本
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
本
川
の
右
岸
に
溢い

つ

流
り
ゅ
う

堤て
い

を
築
き
、
本
川
の
流
量
が
増
し
た
場
合
は
北
派
川
に
流

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
流
路
の
変
更
、
拡
大
に
伴
い
、

中
州
に
あ
っ
た
三さ

ん

斗ど

山や
ま

島じ
ま

は
削
ら
れ
て
消
滅
、
住
民
全

員
（
三
十
世
帯
一
九
六
人
）
が
移
転
す
る
と
い
う
痛
み

も
伴
い
ま
し
た
。

木
曽
川
上
流
改
修
工
事
に
よ
り
、
水
害
の
頻
度
は
減

り
ま
し
た
が
、
浸
水
の
被
害
は
続
き
ま
し
た
。
昭
和
十

三
（
一
九
三
八
）
年
の
記
録
的
豪
雨
、
昭
和
三
十
四
（
一

九
五
九
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六

一
）
年
の
梅
雨
前
線
豪
雨
は
、
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
曽
川
上
流
に
ダ
ム
建
設
が
相
次

い
だ
た
め
、
ダ
ム
の
流
水
量
調
節
機
能
に
よ
り
、
被
害

は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

図２　築捨堤

写真１　築捨堤と水神さま

写真２　ごんぼ積み

写真３　昭和三十七年まで運行された笠田の渡し
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以
テ
農
ヲ
主
ト
セ
ズ
、
男
女
倶と

も

ニ
養
蚕
、
紡
織
ヲ
業
ト

ス
」
と
あ
り
、
養
蚕
、
織
物
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
伺
い
知
れ
ま
す
。

明
治
後
期
に
は
、
絹
布
の
需
要
も
高
ま
り
、
絹
織
り

業
は
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
良
質
な
紋も

ん

羽は

二ぶ
た

重え

、
塩し

お

瀬ぜ

羽は

二ぶ
た

重え

の
美
絹
を
生
産
し
て
、
「
川
島
」
の
絹
の
名
は

広
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

オ
．
撚ね

ん

糸し 

撚
糸
業
は
、
川
島
地
域
で
早
く
か
ら
発
達
し
ま
し

た
。
木
曽
川
の
中
州
に
立
地
す
る
地
理
的
条
件
は
、
渡

船
を
利
用
し
な
い
と
他
地
域
と
行
き
来
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
自
然
と
家
内
工
業
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
に
な
る
と
、
川
島
の
撚

糸
業
者
は
実
に
三
〇
〇
戸
近
く
に
達
し
、
織
物
王
国
愛

知
県
一
円
の
業
者
の
間
で
は
、
撚
糸
と
云
え
ば
「
木
曽

川
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
撚
糸
川
島
村
」
を
連
想
さ
せ

る
ま
で
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
撚
糸
業
者
の

多
く
は
そ
の
経
営
た
る
や
零
細
で
、
一
工
場
平
均
三
・

一
人
（
昭
和
五
年
調
べ
）
の
家
族
経
営
で
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
、
近
代
的
設
備
を
誇
る
工
場

経
営
者
が
現
れ
、
特
殊
な
優
秀
製
品
が
多
量
に
生
産
さ
れ

て
一
躍
繊
維
界
の
注
目
を
惹ひ

く
と
こ
ろ
と
な
り
、
全
国
的

に
意い

匠
し
ょ
う

撚
糸
の
町
と
し
て
名
を
成
す
に
至
り
ま
し
た
。

カ
．
の
こ
ぎ
り
屋
根
工
場

の
こ
ぎ
り
屋
根
と
は
、
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
形
に
似
た

三
角
屋
根
の
建
物
で
、
主
と
し
て
撚
糸
・
紡
績
・
織

物
・
染
色
関
係
の
産
地
に
多
く
見
ら
れ
る
工
場
建
築
で

す
。
撚
糸
業
や
織
物
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
川
島
地
域
で

は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
十
月
末
時
点
で
、
一

四
八
棟
の
の
こ
ぎ
り
屋
根
工
場
（
写
真
６
）
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
の
こ
ぎ
り
屋
根
の
上
部
採
光
面
が
ほ
ぼ

北
向
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
工
場
内
へ
の
直
射
日
光

の
差
し
込
み
を
抑
え
、
太
陽
光
に
よ
る
布
、
糸
の
い
た

み
や
変
色
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
ま
た
、
間
接
光
に
よ
っ

て
、
日
中
の
光
量
の
変
化
が
少
な
い
安
定
し
た
光
源
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
布
の
柄
や
繊
維
の
組
織
、
色
合
わ

せ
や
色
の
組
合
せ
を
見
る
の
に
適
し
た
建
物
で
し
た
。

繊
維
産
業
の
衰
退
に
よ
り
、
川
島
地
域
で
も
撚
糸
業

や
織
物
業
に
携
わ
る
人
が
少
な
く
な
り
、
現
存
す
る
の

■
参
考
文
献

『
川
島
町
史
　
通
史
編
』　
川
島
町
　
一
九
八
二
年

『
ご
ん
ぼ
積
み
地
区
整
備
計
画
作
成
業
務
報
告
書
』

各
務
原
市
　
二
〇
一
一
年

を
さ
か
の
ぼ
る
幾い

く

艘そ
う

も
の
帆
掛
け
舟
は
、
木
曽
川
な
ら

で
は
の
風
物
詩
で
し
た
。

ウ
．
養
蚕

川
島
は
、
水
に
囲
ま
れ
た
中
州
で
あ
り
、
洪
水
の
被

害
に
遭あ

う
こ
と
毎
年
、
土
地
は
荒
れ
土
壌
は
砂
質
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
水
田
は
わ
ず
か
に
七
町
歩
、
畑
は
二

〇
三
町
歩
（
「
昭
和
十
年
度
農
業
統
計
」
）
で
、
単
作

農
業
で
は
生
計
を
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
面
、
毎
年
襲
う
木
曽
川
の
洪
水
は
、
桑
園
に
冠
水

し
、
被
害
を
受
け
る
も
の
の
、
肥
沃
な
泥
土
を
も
た
ら

し
て
育
桑
に
益
し
、
川
島
で
は
農
家
の
副
業
と
し
て
養

蚕
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に
は
、
養
蚕
業

の
収
入
が
農
家
家
計
の
中
心
を
な
す
に
至
り
、
年
々
ま

す
ま
す
繁
盛
し
ま
し
た
。

エ
．
絹
織
物

享
き
ょ
う

和わ

元
（
一
八
〇
一
）
年
ご
ろ
、
鈴す

ず

木き

富と
み

右え

衛も

門ん

が

手
飼
の
蚕
糸
を
も
っ
て
曽そ

代だ
い

と
称
す
る
平
絹
を
織
り
出

し
、
各
種
の
絹
織
物
を
製
造
し
、
名
古
屋
及
び
京
都
に

販
路
を
求
め
て
移
出
し
ま
し
た
。
文ぶ

ん

化か

三
（
一
八
〇
六
）

年
に
は
、
尾
州
徳
川
家
の
ご
用
命
を
受
け
御お

蔵く
ら

物も
の

と
呼

ば
れ
て
特
権
を
認
め
ら
れ
、
一
躍
有
名
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
美
濃
国
民
俗
景
況
書

（
川
島
の
条
）
に
は
、
「
曽
水
溢あ

ふ

レ
テ
家
屋
ノ
床
上
ニ

浸
水
シ
、
水
勢
ニ
隨

し
た
が
っ

テ
屢し

ば

々し
ば

桑
海
ノ
変
換
ア
リ
。
故
ヲ

ア
．
漁
業

木
曽
川
の
清
流
に
は
、
鮎あ

ゆ

、
鱒ま

す

を
は
じ
め
多
く
の
淡

水
魚
が
生
息
し
、
漁
猟
に
従
事
す
る
者
も
多
く
、
水
産

物
は
郡
内
一
位
を
占
め
ま
し
た
。
鮎
は
豊
漁
で
、
渡
地

区
に
は
競
り
市
（
写
真
４
）
が
立
っ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

イ
．
石
採
り

玉
石
採
り
の
舟
乗
り
業
（
石
採
り
：
写
真
５
）
は
、

正
農
の
成
り
立
た
な
い
川
島
地
域
に
お
い
て
、
昔
か
ら

多
く
の
住
民
が
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
末
期
か
ら

大
正
と
建
築
資
材
の
需
要
が
激
増
し
、
昭
和
初
期
に
は

最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月

の
川
島
村
中
の
小
舟
数
は
一
四
七
隻
で
（
『
岐
阜
県
統

計
書
』
）、
こ
の
石
採
り
用
の
舟
は
、
「
石い

し

舟ぶ
ね

」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

石
採
り
の
船
頭
の
朝
は
早
く
、
午
前
三
時
半
ご
ろ
よ

り
起
き
出
て
、
日
の
出
に
は
採
集
場
所
に
到
着
し
て
一

つ
一
つ
拾
い
上
げ
、
舟
に
五
十
個
ぐ
ら
い
積
み
込
み
ま

し
た
。
東
に
太
陽
が
上
が
る
こ
ろ
は
、
波
間
に
底
石
が

よ
く
見
え
る
の
で
稼
ぎ
時
で
し
た
。

船
頭
は
積
荷
が
終
わ
り
次
第
、
笠か

さ

松ま
つ

湊み
な
と

あ
る
い
は
起

お
こ
し

湊み
な
と

の
丸
石
問
屋
に
運
搬
し
て
午
後
は
早
め
に
仕
事
を
終

わ
り
、
帆ほ

掛か

け
舟
を
走
ら
せ
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

三
、
四
畳
も
あ
る
白
い
大
き
な
帆
に
風
を
は
ら
ん
で
川

こ
ぎ
り
屋
根
工
場
の
多
く
は
、
倉
庫
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

川
島
は
、
大
河
木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
川
中
島
で
、
絶

え
ず
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
川
島
地
域
の
人
々
は
、
築
捨
堤
や
ご
ん
ぼ
積
み
の

石
垣
で
、
命
や
財
産
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
洪
水
の
脅
威
は
絶
え
ず
続
き
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
木
曽
川
上
流
改
修

工
事
以
降
で
す
。

反
面
、
川
島
地
域
の
人
々
は
、
漁
業
や
石
採
り
な
ど

木
曽
川
の
恵
み
も
受
け
て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

頻
繁
に
起
こ
る
洪
水
や
砂
質
土
壌
の
た
め
水
田
が
作
れ

ず
、
農
業
で
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
故
早
く
か
ら
養
蚕
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
撚
糸
・

織
物
業
が
発
達
し
て
一
大
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
屋
根
と
ご
ん
ぼ
積
み
が
残
る
ま
ち
並
み

は
、
今
も
川
島
地
域
独
特
の
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。 写真６　のこぎり屋根工場

写真５　石採り

写真４　鮎の競り市
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山
神
温
泉 

(

土
岐
市
下
石
町)

昔
、
京
の
都
に
義
延
と
い
う
弓
の
上
手
な
武
士
が
お
り
、
宮
か
ら
美

濃
地
方
の
武
家
達
を
と
り
お
さ
え
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
出
発
の

時
、
「
ご
無
事
で
お
帰
り
を
」
と
妻
か
ら
お
守
り
袋
を
受
け
と
っ
た
義
延

は
そ
れ
を
大
切
に
懐
中
に
入
れ
ま
し
た
。

美
濃
地
方
は
激
し
い
戦
場

で
宮
方
は
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
義
延
の
射
る
矢
に
敵
が

次
々
倒
れ
、
味
方
兵
も
勢
い
を

増
し
た
結
果
、
宮
方
は
残
る
敵

を
東
美
濃
ま
で
追
い
詰
め
ま
し

た
。そ

の
後
、
義
延
が
戦
で
活

躍
し
た
愛
馬
の
世
話
を
し
て
い

る
と
、
突
然
背
後
か
ら
右
肩
を

切
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
激
痛

に
苦
し
む
中
、
傷
口
を
お
さ
え

る
も
の
は
な
い
か
と
懐
中
を
探

る
と
、
お
守
り
袋
が
手
に
触
れ

ま
し
た
。

早
速
そ
れ
を
た
ぐ
り
出
し
、

中
を
開
け
る
と
、
美
し
い
黒
髪

一
束
と
白
い
布
が
入
っ
て
い
た

の
で
す
。
布
を
傷
口
に
あ
て
が

い
、
妻
を
想
っ
て
黒
髪
に
触
れ
よ
う
と
し
た
途
端
、
風
が
吹
き
、
髪
が

蝶
の
よ
う
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
義
延
は
夢
中
で
後
を
追
い
、
人
里

離
れ
た
渓
谷
で
や
っ
と
髪
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

気
が
つ
く
と
、
そ
ば
に
岩
間
か
ら
湧
き
出
る
泉
が
あ
り
ま
し
た
。
義

延
は
痛
む
傷
口
を
浸
し
、
喉
を
潤
す
と
戦
の
疲
れ
で
そ
の
ま
ま
熟
睡
。

目
覚
め
て
か
ら
も
数
日
間
、
泉
の
水
で
傷
口
を
洗
い
、
養
生
し
て
い
る
と
、

深
か
っ
た
傷
口
が
み
る
み
る
治
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
傷
の
治
っ
た
義

延
は
里
に
行
き
、
そ
の
こ
と
を
人
々
に
告
げ
る
と
、
泉
が
体
に
良
い
と

い
う
噂
が
村
中
に
広
が
り
、
や
が
て
山
神
温
泉
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

出
典
：
『
土
岐
の
昔
ば
な
し
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　昭
和
五
十
二
年

　社
団
法
人
土
岐
青
年
会
議
所

写真上

　現在も温泉が湧き出でる岩間

　（土岐市下石町（山神温泉内））

写真左

　かつての湧出口と薬師堂

　< 提供：山神温泉 湯乃元館 >
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船ちゃんのこぼれ話 第二十話
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　「煉瓦造は地震に弱く、特に関東大震災以降は建てられなくなった」という定説があります。

　明治24（1891）年10月28日に、発生した濃尾地震は、日本の内陸直下型地震で最大規模で、愛知・岐阜県を中心に大きな被

害をもたらしました。

　愛知県内の建築物被害が、全壊72,810棟・半壊84,454棟に上るなか、煉瓦造建築物被害は、全壊1棟・半壊6棟とわずかな数

でした。しかし、煉瓦造は文明開化の象徴であったため、大きく報道され「煉瓦造は地震に弱い」という印象を残し、「名古屋では

震災後10年は煉瓦造の建物が建たなかった」と言われています。

　一方、建築家らの技術者は、震災後の調査結果として、「煉瓦造建築物での被害は、煉瓦造特有の問題ではなく、施工や設計の不

備である」と強く指摘しています。

　この一人である、J.コンドル〔英出身の建築家。明治10（1877）年、工部大学校（現東京大学）教授として来日。鹿鳴館や桑名

の六華苑など多くの設計を手掛けた〕は、調査開始直後の11月の時点で新聞記者に、「今回倒壊した建築物の粗造に驚く。名古屋紡

績会社では、壊れた煉瓦部分に、モルタルが付着しておらず、洗わずに再利用できそうな程で当たり前だ。名古屋郵便電信局は、

地震のない英国においても許されない粗造である（筆者要約）」と伝えています。

　震災後、技術者らは、耐震性を考慮した煉瓦造建築の施工や技術の研究を進め、①「目地にセ

メントモルタルを使用した丁寧な組積作業」、②「煉瓦とモルタルの強度を揃える」、③「煉瓦壁に

鋼材を使用して補強」等々を実践してゆきました。これらの考えが生かされた多くの煉瓦造建築

物が、関東大震災（大正12（1923）年）において無傷で残ったものの、古い時代の建物で被害

が発生したため、またも「煉瓦は地震に弱い」という印象を残すこととなります。

　煉瓦構造物の減少は、実際には、鉄筋コンクリートの技術向上や構造物の大型化等により、

構造材が「石や煉瓦」から「鉄筋コンクリート」へ変化した時代の流れの要因の方が大きかった

ようです。

　濃尾地震の約10年後に完成し、昭和東南海地震（昭和19（1944）年・規模：M7.9）を無傷

で乗りきった船頭平閘門の、竣工内訳書には、①セメントモルタルと③鋼材の使用が記載されて

います。

名古屋郵便電信局の被災写真
<提供：災害アーカイブぎふ
　　　　　（岐阜地方気象台所蔵）>


